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例 会 発表 要 旨 第147回1996.5.18.

撮 影 者 と 日常性
一 現代の写真実践をめ ぐって 一

市川靖史/京 都工芸繊維大学

写真は常 に,現 実と分かちがた く結びっい

ていることは自明のことであるが,撮 影者が

何 を主題 として設定するか,つ まり撮影者が

掬い取るリア リティの質は,時 代や生活環境

によって様々である。今日,と りわけ1980年

以降のアメ リカにおいて中心的な主題 となっ

ているのは家庭的日常 という,一 見ありふれ

た,プ ライヴェー トな生活の場である。

こ うした写真動向を概観する試 み として

1991年,ニ ューヨーク近代美術館で 「家庭的

安 らぎの楽 しみ と恐怖」 と題する写真展が開

催されている。この展覧会 を企画 したP・ ガ

ラシは,こ の動向の特徴 をそれ以前の写真実

践 と対比させて論じている。ガラシによると

50～60年 代における撮影スタイルは 「ス トリ

ー トフォ トグラフィ」,つ まり路上や公園 と

いった公共の場 に被写体を求めるものであっ

た。厂人々の自由な行動,路 上での様々な出

来事,そ して偶発性が,際 限無い芸術的好機

に満ちた活動の場を提供 し,写 真家はその中

を自由に出入 り出来る。」(ガ ラシ)こ うした

実践による作品には,写 真 は常に,あ る場所

における過去の一点の痕跡であり,そ の瞬間

は2度 と訪れることはないという認識が,前

提 として色濃 く見て取れる。現実の世界 は,

時間的にも空間的にも連続 した ものであるが,

カメラはその連続性から一点を切 り取 り,そ

こで時間の流れは止められ,空 間は枠取られ

る。つまりこの場合,撮 影者が自らに課す能

力は,現 実の中か ら,撮 影に値する光景を見

っけだし,そ れを確実に捉えることであり,

被写体 を演出,操 作することは避けられるべ

き約束事であった。よってこれ らの実践 によ
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って捉 えられた人物 は,撮 影者がカメラを向

けた場所にその時,偶 然居合わせた人で あっ

て,撮 影者 と言葉を交わすことは無かったで

あろうし,多 くの場合,自 分が撮影された こ

とさえ知らずにいたであろう。その点で撮影

者 と被写体の関係 は,そ の場限 りの,遠 い も

のであるといえる。 こうしたスタイルで現実

に対する場合,撮 影者は通過者であり,そ の

場 を立 ち去 る者であるということが出来 る。

これに対 して,よ りプライヴェー トな生活

空間の中にカメラを持ち込む場合,撮 影者は

そこにとどまる者,あ るいは繰 り返 しあ らわ

れる者 として確認されるであろう。近年 の,

家庭 を主題にした実践では,撮 影者 と被写体

の距離の関係 は一転 して,む しろその近 さが

作品の重点 になっている。室内での撮影 のた

め,物 理的 に近 い位置にカメラを置かざるを

得ない というだけではない。より際立 って表

出するのは他者 に対する心理的,社 会的距離

の意識である。これ らの作品に登場する人々

の多 くは,家 族や友人など,撮 影者 にとって

身近な存在であり,同 じ人物を繰 り返し撮影

している場合もある。 この場合,日 常 とはお

そらく,何 度 となく繰 り返される物事の こと

であろう。 そこではともに暮 らす家族や顔見

知 りの人々 との関係があり,睡 眠 ・食事か ら

始 まって,趣 味やなじみの店で過 ごす といっ

た日々の習慣が幾度 とな く繰 り返 される。 こ

うした状況の中で生 まれる写真は過去のある

一点の痕跡であることに疑いはない としても
,

そこにみられる日常の断片は,昨 日と同 じよ

うに今 日があり,そ してまた同じように明 日

もやってくるであろうという時間意識の中で



捉えられることになるのだ。そして,そ こに

写 されている人物が,ス トリー ト・フォトグ

ラフィにおける被写体 と決定的に違 っている

のは,彼 らは自分が撮影 されることを明確に

意識 してお り,し か もその意識にとらわれて

いるということである。したがって室内で馴

染みの人物 と相対する,と いう状況設定を意

識的に採用する近年の写真実践は,安 易なス

ナップショッ トとして解 されるべきものでは

ない。それはむしろ,家 庭的生活空間の中に

カメラを持 ち込んだとき,撮 影者/被 写体の

間に生ずる特異な距離の感覚,あ るいは被写

体 となった人物の心の動きについて思いを巡

らせることを,鑑 賞者に対 して勧めるための

実践であると考えられるのである。その際に

認識されるのは,撮 影者が被写体を演出する,

また は被写体 自ら演 じるという,ス トリー

ト・フォトグラフィにおいてはむ しろ避 けら

れていた態度である。50～60年 代か ら近年へ

の写真実践の流れの中には,こ の 「演出する

こと,演 じること」に対するスタンスの変化

が生 じていると考えられる。この変化 を考察

す る際に注目されるのは,70年 代にL・ ブリ

ー ドランダーやC・ シャーマンがセルフ ・ポ

ー トレー トによる作品 を発表していることで

ある。

撮影者 と被写体がイコールで結ばれるセル

フ ・ポー トレー トにおいては,撮 影者/被 写

体の間の距離の意識,カ メラを前たして演ず

ること,と いった事象がより際だって表出す

る。そしてこの場合,自 分が気付かずに撮影

されていた,と いうζとは起 こり得 ない。 し

たがってセルフ ・ポー トレー トは,演 ずるこ

とをめ ぐって撮影者/被 写体の両極の間を揺

れ動 く振幅の内に成立する。 フリー ドランダ

ーやシャーマンはこうした ,写 真の成立 に不

可欠でありなが ら,画 像そのものには現れな

いプロセスをいったん解体 させた上で,そ の

か らくり自体を鑑賞者に提示して見せる。近

年の,日 常に注 目する作家たちも,こ うした

立場 を受け入れた上で制作を行ってお り,カ

メラを置 く位置や主題の入念な設定によって,

普段 は当た り前すぎて顧み られることのない

事象 一 わたしたち自身の,取 り留めのない

振 る舞い一 に光をあてる。その作品に登場

する人物のぎこちなさは,演 じる,あ るいは

「前 もって自分 を映像 に変身させ る」(R・

バル ト)プ ロセスにおいて,自 分自身を他者

として認識せざるを得ない,と いう意識の変

化に拠 っているが,そ の時確認 されるのは,

皮肉にも,私 は自分 自身の ことをほとん ど知

らない,と いうことである。身体の中で,直

接自分の目で観ることができるのは,せ いぜ

い体の前半分である。そして最 も不安なのは,

顔,っ まり感情やアイデンティティの指標が

最 も露出する場所 を,自 分の目で確認で きな

い,と いうことであろう。その結果,そ の場

に居合わせた人や,周 りを取 りまく事物 との

関係の上に自分 もまた存在 しているのだ,と

いう事実が鮮明 に浮かび上がる。日常性の捉

え難 さ,そ れは日常について考えることそれ

自体,日 常的経験の中に取 り込まれてしまう

という,入 れ子構造に拠っているが,近 年の

写真実践は,そ の不可解さを探求することに

よって,今 日的な現実のありようを見る者 に

問いかけているのである。

105


